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公
的
年
金
に
対
す
る
国
民
か
ら
の
信
頼
を
回
復
す
る
第
一
歩
は
、
保
険
料
の
ム
ダ
遣
い
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険

庁
の
解
体
的
出
直
し
で
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
�
）

社
会
保
険
庁
改
革
に
つ
い
て
は
、
細
田
官
房
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
の
「
社
会
保
険
庁
の
在
り
方
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」
、
小
泉
総
理
を
議
長
と
す
る
「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」
、
社
会
保
険
庁
長
官
の
直
属
機
関
と
し
て
労
使

の
代
表
者
や
有
識
者
で
構
成
す
る
「
運
営
評
議
会
」
な
ど
が
改
革
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
坂
口
前
厚
生
労

働
大
臣
が
、
六
月
に
改
革
私
案
を
公
表
し
て
い
る
。
右
記
の
機
関
の
構
成
員
名
と
選
任
理
由
、
報
酬
、
任
期
に
つ
い

て
、
明
確
に
把
握
し
た
上
で
、
各
機
関
の
社
会
保
険
庁
改
革
に
つ
い
て
の
議
論
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
改
革
議
論
集
約
の

時
期
的
目
標
に
つ
い
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

（
�
）
で
記
し
た
以
外
に
社
会
保
険
庁
改
革
を
検
討
す
る
会
議
体
等
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

社
会
保
険
庁
改
革
の
議
論
が
多
元
的
に
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
、
か
え
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
体
の
責
任
や
役
割

や
連
携
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
や
、
意
見
の
取
り
ま
と
め
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
な
ど
の
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
も
考
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え
ら
れ
る
。
ま
た
、
民
間
出
身
の
村
瀬
長
官
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
な
ど
も
心
配
さ
れ
る
。
議
論
の

一
元
化
や
村
瀬
長
官
の
指
導
力
の
発
揮
さ
れ
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
答

弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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